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脳膿場の成立にアレノレギーが関係するか

（京都大学医学部外科学第一議院荒木千m教佼指導）
南海；丘気鉄道病記登山威夫

Doe内 AllergyPlay .Some Role in the Development 

of Brain Abscess? 

トJankaiElectric Railway Company Hospital in Osaka and the First Surgical Division, 

Kyoto University Medical School (Director: Prof. Ch. ARAKI) 

by 

Takeo TOYAMA. 

Suggested by the fact that brain abscess usu11ly takes place following chronic suppur-
ation of the head, I have made the pτesent animal experiments in order to know whether 
an aller邑icreaction may be co,1cerned i口thedevelopment of brai 1 abscess. 
In rabbits, living staphyloc・)CCUS was inoculateヨatfirst, i) above the dura of the cranial 
vault, ii) behind an eye ball, iii) in the subcutis of the cheek and iv) into an aural vein 
respectively. Two weeks later the s ime coc·~Us was injected directly i1to a cerebral hemi-
sphere. The animals were autopsied at the time of death in the course of further two 
weeks and the brains were examine:l grossly a'1d microscopically for the presence of 
abscess. In other groups of animals preliminary inoculations w巴redone by the same 
rontes, using a vaccine or a coctoimmunogene of the same coc us. 
The results obtai口eda・・e ~s follows: 

1) The development of abscess at th巴siteof i it acerebァalinoculation is nearly the 
same regardless wheth巴「 thepreliminary treatments are done by extradural, intraorbital, 
intrabuccal or intravenous routes or whether living or de1d microコrganismsare used for 
preliminary treatments 0.1¥y a coctoimmu 10ge.1e bei沼 likelyto favor the occurrence of 
later abscess. The:efore it seems imp了obablethat chronic suppuration of the middle e:u 
or of the nasal sinuses m 1y result in brain abs ess as an allergic reaction. 
2) The death of experimental animals took plac~ most frequently in the groups_ in 
which living microorg nisms were preliminarily i:iject’d in the neighborhood of the skull 
and 1回stfrequently ii1 the group in which a coctoimmunogene was used similaτly. For 
the death functional disturb1nces of the b ain seemed to be responsible rather than 
morphological changes, because the latter did not essentially differ in all groups. If allergy 
would play S)me role in the suppu ・ative infection of the brain, the e妊ectmight manifest 
itsき1fin form of funcfr)nal dam1ge. 
3) It is worthy of note that the brain does not necessarily react morphologically to 
invading miごroorganisms. There seems to be two types of non-reaction; positive a吐d
negative. 

緒論

脳波f.Yift，硯&ff>（骨，軟部）に化世l企J匁出，就..~吋漫

性中耳炎があって，それに続発ずるものがJi占も多い．

而もこの政音l；の｛副島全疾患が，数年乃笠十数年縫過し
？と後にUi!l.~霊場を発生するものが大昔11.分でちる．従って

か込る慢性炎症の予φ存在することが，免疫空学的意味

（例えばアレルギ【）に於て｝｜歯膿揚成立の必要条件で

は無かろうかとも考えられる．私はこの胡点から本実

験的研究を行ったので‘ある．

実験材料及び実験方法
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(1) 貧験動'I?.!：休賓2kg前後の健嘆家兎．

( 2) 菌液~製去及び毒カ検査：起苦措Iは白色的菊

掠iを用い，之を2.5?u普通寒天柁地に筏養し，その蔚
要員？容を採取して滅菌寄生瑚食塩水l.Occ中に90.0mg含有

の商浮務液を調製した．この~i液を三分し， 60cC-90

ccの温度に30分間加熱（この加熱、によってこの繭株は
死滅しない，；略養によって更に繁殖する）．それを体重

12g前後の5匹のマウスの腹院内に注射し， 24時間内

に死亡した群に於ける前を強穆力， 48時間から5日以

内に死亡した群に於ける商を中毒力， 6日以上生存し

た群に於ける蔚を弱毒カとし，専ら中毒力商を使用

した．

( 3 ) 宮駁方法 ：下記の如ぐ家兎頭主主周辺の種々な

る部分に上記南波0.Sccをきtn.~. 6日に3図注射して
（感作注射），その部に化1漫経を作り，更にその後13日
目に頭部を剃毛，沃度チンキで消毒してから，正中線

で皮硲を切開，間惹骨を露出し， E更脳脱を隊に損傷せ

ぬ土う矢状縫合の左側に注射針を通ずるに足る骨小孔

を作って磁；悩脱を露出し，上記！笥i液0.1ccを大ii歯F夜間；
O.Scmの部に注入して後，皮肉縫合を施した．脳内注

射後12日間生存しt.乙ものは，!ID＇！動泳を切断して屠役し

た．その間体温・休震をを測定，臨床所見の観察密行

った．叉感作前，脳内注射前，屠殺前の3回心臓から

採血，注射商に対する凝集反応を検した．死亡乃至屠

殺したものは直ちに開閉，耐の肉眼的所見：を観察した

後， 10%7ォルマリ yに闘定し，悩内商液注』ト陪Fを中

心としてii必前額断方而に大きく輪切り とし，ツエロ 4

ヂシに包埋，切片を作l!l!1，ヘマトキシリン・エオジン

染色を施した．

組織検査Eにあたり，腹場形成の程度を区別する必要

を認めたので，滋？！＇.＇な白血球集積があり，中心部に j婆

死著明なものを膿場（又は完全腿泌）とし， VJ!:併な白

血球漫i周るるも壊死明かならざるものを不全1昼寝と

し，白血球受潤の疎なるものを程度設潤と呼ぶことに

した．このような変化Ir, l ） 前液注射害！~脳内に生ず

ることらb，叉 2）鎚膜炎を起して，髄院の一部に，

又はそれより銘続・ずるii尚内にかけて生ずる乙 と ~D.

又 3）碩fj出n~：内に生す．ることもらる. 2) 3）を髄膜炎

性腿磁として総括する．髄膜炎性変化は通常脳表聞の

みならず，大H尚樹製（Fissuratrans versa cerebri）に

もあり，後者の変化の方がむしろ著明でるる．それで

この両者は区別Lて記載する.1；点｝髄脱炎性変化のーっ

と考えられるもので，海馬回内に環状の白血球浸潤を

来ずことが稲でない．それを海馬部環状細胞浸潤と呼

ぶことにする．

実験 1.無感作群 （22珂）（第 1表参照）．

前液： 1Occ中90.0mg含有．中毒力商．

( 1) 左大脳内薗：夜違射灘（11頭）．

実験方法：；全く前処置を施さず，直ちに閥整骨を矢

状縫合の左側で整除し，商液0.1ccを納内に注入した．

臨床所見：注入後食欲不振・軟便・傷奴－・不安・四

肢麻郷・流涙当事一般に軽度で，重篤な衰弱・麻揮の症

状を呈したものは2聞に過ぎなかった．叉死亡は3ii買

で，凡て3日以上経過した後である．

凝集反応；屠殺Billiの屠数時の凝集fu直は， 10僚が4

碩，他の4,E買は陰性である．

剖検及び鎖鎌鏡所見；脳内純血管充血は2聞に認ゐ

たが，悩表面．出l色及び脳内出J(!l(t何れにも見出せなか

った．

注射部j凶内1濯場： 5顕即ち略々半数に認＇hf，乙．その
ιz度は，完全1農場は3践で，中2践には不全！腹揚が併
存していた．不全腿浅のみのものは2聞であった．

髄膜担ぞ性膿場：髄棋院に於ける鹿蕩及びこれに連続

して隣接J凶笑質内にl銭湯 5:-Jf~!i'lせるものを髄膜炎性腫

湯と総称することにしたが，木実験群に於ては，大多

数の例に髄膜炎の組織学的所見が認められたにも狗ら

ず，髄膜炎性健協と害事ずべきものは1例もなかった．

海馬部環状細胞浸潤： これば鎚膜炎性強協の一種と

見倣すべきものでるるが，別個に取扱うことにする．

これは7unHnち過半ー数に認’h ’，，4頭は＆；状回都のみ
に受i悶を来し，他の 3碩は側必室側頭角部にも不全~ti

湯を生じていた． ( r.p 2碩では両側舗状回都に軽度浸
満をft'’っていた）．

鎚脱毛足： 8顕， JWち大部分に認められたが，凡て軽

度で， 8顕全暫』こ大脳核裂に髄膜炎性変化:bD，中4

闘はIll国表商tこも綬i膜炎性変化を認めた．

その他の変化としては，前連合部に小なる不全膿湯

を認めたものが1例ある．

( 2) 雨側脳内注射群（11政）（第1表委照）．

実験方法：左側大脳内に南波O.lcc注射後13日目に

右傾lJ大~j凶内に南波 0.lcc を注射した．

臨床所見：第 1 回左側！大~I副内注射後，蹄照・不安 ・

食欲不仮・軟便・呼吸困難・四肢麻将・E日号！I傾捻・間

剖＇・H!IJ揺・流涙等の症状を呈したが，一般に軽度で3～
7日で司回復したものが多かった．前記症状の高度なも
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ti~ l表＜:U';I 'll'n 

土1;1~~~ l出時I~出~l中
~：： 1 : 1~~1I!if1 1;;11 ：！千．：静立~tx

~1~~11~ 1 1：副f；卜＃；；端；：
生生感作 I~ 

悠一回プr.Ih・ 

大腸；人j生

菌注射，

:U'iニ回l百l

右大脳内

注射．

｜打］Iゲ； -I ｜丁「二コ－！函白E仁二盟瓦G－－痢，慢重減久

1$十十lイ~－Cfll il ~t／不前後一
'1＂~1 I LI！告｜ 一一 ドII 開；；！！！：手I~察E冊
土L～｜一一l 一！一工一l二r~亡二＿11~1_~~~
I ' I ゲ L上~」」一［ I n I I l ~~rn~ I醍~！；寝I 
－~I 11 Im去lI I I 1－；－「｜両五回調
sJ10n*I 1 ~/o＇｛~~：＿I山：IJ~：!IJ室：J n l ~ I －下~蹴臨rrrn.
' ＋~： l 1 211~1~J -1~1］下~！h~瞬
間 1vLl~~flE~~tJJ－下；判例開設
I B' I止しIIm佐II I左 I•I 1f I l加納
［~I吋I i凶ーJ~＝~~I一一｜判長野「If.~＇.：：~可郡石
川］l~ •· 1 J I ! I i:!N! 11;: トIID I~~~~恥－ l:i＇.~l~~~：f縦長

（備考） I は鎚！支， E は 11• ’；.ru:t, rn l土日並litを示す.illし目農場の:fillこ｝jきでは， Iは悩l立以il!'J,Ilは不全般ti},IDは膿
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携を示す. 1~＼ニ表以下同じ
1) 脳内内注射後生存日数．（ ）内はT'HI：身、l前死亡せるものにして， i¥i1J5Fc終了後の 11 •. HEl11!.. 
2) H俗学：艇内は級！燐膜内， I従下は石i.1£脳膜下，椛は大）踊Hi~~~. ≫儀対は目知事がlti1i腔より脳内に豆るもの．
3) この欄：こn111室とあるは， {Ill：脳宝の同If.飽膜炎の側にてた右をi>Hしてないのは雨U¥11性．
4) (1）は感作古lj,(2）は:PJ.注身rnij,(3lは広司毅古1ijを示す．

全1登場でる乙．右側のみに写生腿湯を作ったものが1
問ある．

鮪膜炎悦：／.陵揚．大脳横裂に1農爆を作ったもの2悶，
その 1聞は右側だけ， 他は両側に発生し，何れも不全

腿場の程度でると，．髄肢に接ずる脳内に1星爆を作った
もの3碩，何れも右側で不全陸揚でるる．

海馬苦f》環状細胞浸潤： 4聞に認められ，臨状回部に
のみ発生したものは2聞で，中1聞は両側で何れも軽

度，他のli'itiは右側蕗状回部で軽度である．叉残余の
2問中の1頭は右側側l凶室側瓶角音f>に中等度，右側歯

状回都に軽度に認められ，他の1碩ば左仰l路状図書Fに
中等度，右側歯状回都に軽度に認められた外，更に左

側側H菌室側同角部に軽度に認められた．

髄膜炎.：mm中10聞に於てH図表雨・大泌有苦裂共に認
められ，脳表而では軽度5ii噴，中等度4珂，高度1顕

である．積事選部では軽度5問，中等度2問，高度3聞

である．

その他の変化としては，号待3脳室畿に小鹿海の多発

せるものが3tii'iあった．

以上によれば，何感作ii崩内注射群（l)に於ても膿蕩

は約半数じ発生し，]iliJ側,J必内注射群（2）でも略同率で

の，裁は更に麻海・表弱のm.篤な所見を示したものが
3硯あるが，死亡したのは1顕に過ぎなかった．第2

回右側大舗内注射時は，強度な呼吸促迫・跨甥・食欲

不猿・不安・流涙・閉肢麻痩・仰天運動・痕療・麻1車

・表弱等の穿＇！！しい症状が注射後数時間内に現れ， 24時

間内死亡3ii買を出した．

凝集反応：凝集仰は第2回注射前20倍，40倍各1頭，

80f音3碩， 160倍 1聞で，他は除性である．屠殺前の

値は 10倍2!ifi,20f背， 40倍， 80｛＇者各 1碩， 120情2頭

で，陰性のものは無い．

事l検診．びに顕徴鏡所見：脳内細血管充J(r.は1聞に於
て左側（第1回注射側）に程度に認められただけであ

る．脳表面出血r-t:i聞に認められ，中2聞は左側のみ
で軽度であり，他の1萌は両側射さ主に中等度の出.atを司を

した．脳内出血のあったものは201{で， 1頭は両似IJに

軽度，他のli!Aは右側に中等度に認められた．
注射部ii必内l設場： 1l問中日開に~－り ，中4聞は左in.!J

にのみ発生した．この中完全な腿泌を作ったものは1

疏で，中2頑では多発性，程度後潤の程度のものが1

碩でるる．両側発生r"i1聞で，右側不全臨場，左側完

Irr-; IT群）
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亙主主：L その際初回注射昔日に第2同1HIJ苦I；ょ 11"l:.r.rr•; ·i与

が多少発生し易いのではなL、かと恩われた．

鮪膜炎は本実験の白rlJ群より も第二群に於て強度で『あ

る．且つ臨床症状から見ると，第二jff:!T,,,)j i －注射の影
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響がより強・度に且つより速かに現れた．

実験n.頭蓋周辺生菌感作群（50珂）
（第2表参照）．

(I ) 覆腿観上菌液注入のみにて脳内再注射を行め

ざる諜 （IO蹟）

蘭液；1.0cc中90.0mg含有のものをl.Occ中3.0mg

に稀釈．中毒カ菊．

第 2支 （修 E:ff(:) （ツずキ）

家兎rm部IF.I I I限で及’切をと加え，両側；耳J限昔日に近く明
言まを穿孔して破Ii削たを：i¥l'.1±¥した後皮腐縫合を行い， 後

3日目に1国間i1品以上に上記翁液O.Sccを注入した．

臨床所見：症候（t生前注入後16日から20日を経過じ
てから現れ，運動不活1凌・不安・食欲不振・呼吸促迫

・下痢 ・’後肢麻薄を示したもの5~11，同様の所見に加

えて岡部動係・疫療・隠孔散大・麻簿の~篤な症状を

呈したものが1碩で，残余の4聞は何等異状を示さな

商｜型｜引炉l_m血｜般疹形成｜海開攻！－塑竺｜州の；説集l
聞かヘ！日｜骨折（炉問問巴＇.＇·i_!l~：＼·：Ji 後 イヒ ｜山川 臨床~
~－：！~1, 1 : i 121!12屠｜I I I Itri I ! I i引I I I I rn ~ox ； ！~：；！~詰2益子昆京
~；.~~I 量 j122! 31 Il ｜阿先iI n I ; ｜ ιm~ffi I I I / J~~l ~ I ＊：~1~i 
：：·：~1 塁 1-m11引II在I 11 /ur.I n¥ If石！百寸lfZI rn ~ l ~~：i設建！？マ
ー＇ ~ I~つって亡仁コ：－n-11n「~JJ盤担

~： 12sf io~ 上上凶一一1_=-rr」以降2哩竺1
~ ¥ 126! 3 1 r 1 u.I 1 1 1 1 T 1 r 1 11n I；ヰ注司J白；i｜ ｜ τ ｜凶 I I I I T I T I ｜，．、0 l棒， F》討J身J後呼l吸i足治

•> : I I i I A叶 ｜ ｜ ｜ I有｜ 1 I 1 I i1•1 ｜ 著明，不安， 荻号~ . 麻
企ト I I I I I I I I I I I ｜喜草． ~ 

＝ 一一
！ベ21!51 1 I I I I I ~ 芸 I I I I I iii :;Ji鰐~j~~：元之!Z 
竺i三｜一~＿J＿一｜一｜土｜ ｜一一｜竺：｜一L一l~~l3笠－｜長史！；空z陀土空
叫（4)1 I 1 1 1 1 1 1 r 1 rn ~ ｜禁2詰~~·型~14 目日

｜ 1刈3017 I IIl l I I I I I I I I完Z目奇rn~ox I良誌智； 撃目議誌？
孟L；二豆一司可一｜I n I n I 二二L1蔚II訳際越主盟子議午盤F遮，不
悶生菌注｜ i叫叫 I I I名｜ I I I I I I. 1(1)川ド長注岳l直白：1
竺一｜叶路31<”）In I凶 I I I I I I 1(1) 0 薩tr;~配事嘉F
::::1 い3-11（叫 I I I I I I I I I :(1) IOX I犠殺を：：猟後刷
γ四｜ ｜吋 2I 1 1 1 1 rr 1 1 1~｛ijm11「1 1m ~ox l~~設立問ば

I 1361 71 III I I I I「下－（1 ·1「 ！；広岡1~'.11在日
川3711 / n I :=r~ ! I ~1 ff「1]1「 －－－:mτ1計百前初函河
川三11「－r j工 1-i-!-, ---,-I 1 rn g 1抗議問保正取
1391 （町ImI I I I I I 1;1-・1（川 ｜

l40,JZ}g・I I I I ii l ~ j u j 'n I ll~l ~ox I ~~＇fil：~漏
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かった.10問中20日目麿設前に2悶死亡した．症候発

現までに反日時を要し，且つそれの軽度であったのは，

使用簡が少量であったのに加えて，碩m外注入のみに
て，Ii盛内再注射を行わなかった為と思われる．

凝集反応：凝集値は，南波注入前lt10情， 20債が各

1顕，屠設時は10侍2頭， 40倍1凋で，声音波注入の前
後できしたる変化を認めない．

苦1J検及び顕微鏡所見・ 10頭中 2頭には骨~孔部に貧

血性浮盤状の肉芽を認め，周囲の骨膜は消失し，骨聞

がf:ij織となっていた．他の2聞には更に肉芽内にバタ

F 状の娘境が存在してL、t:.

脳内純血管充I色は6il11に軽度に認められたが，憾表

面！封庇は1問でf，両側に程度に認められた．似内出血

は全く見られなか勺fこ．

硬膜外注入部の下に於ける脳艇場： ~'IJ1巴金三室盟！！

~主主主，不全臨暮，完全魁f~色珪gQ_~~査1堕

であった．

髄膜炎怜j農協及び海馬部環状納抱浸j倒は1頑にも認
められなかった．

官主J~史的主i凶表匝iにのみ~って，大H凶様事選には認めら

れない．か込る髄町：炎を起したのは4頭で，軽度2'

中等度，高度各1でるる．

要するにH凶器壌の発生も少いし，髄膜炎，その他の

所見も一般に極めて軽度で為る．

( 2) 雨側硬膜よ駅舎後脳内穣種鰐 (1口頭）

前液；再注射使用衛液は1.0cc'I• 90.0mg含有，中毒
カ．感作，，寺使用筒液It上記のものを1.0cc中3.0mg含

有に稀釈．

正中線の阿側耳1浪部に近く 0.2cml紅径大に間差を穿

孔して碩H凶l伎を返出し，皮r1Hi1:合を行い，後3回，1

聞につe-1子i液O.Sccを碩脳膜上に注入，更に12日目に
矢状総合の左ffii]I士、所に瓶詰Eに穿孔して脳内に蘭液を注

入した．

臨床所見：硬膜上感作注射施行中i況に下痢・食欲不

振・流涙・感作部腫脹・排1農等を．呈したものが大部分
で，チアノ F ゼ・ N~穣 ・尿!JJ'<!Jと祭等lli篤な所見を呈し

たのが2政あり，但し苑亡a1顕にj邑きずなかった．然
ゐに脳内再注射を行うや， il'iァ，に著明な呼吸11r迫 ・不

安 ・運動不活君主・食欲不振・前後l段麻11),i.b1-i部［頃捻・

仰天運動・限震・チアノ F ゼ・主主務・尿尿失禁・麻jl),1・

虚脱等のtfi慢な症候を呈し，毛主旦盟主号盟I主2t1！市l
fit三五口＿.__N注射後12日まで生存したのは＇fか1間
足音忌ぎなかった．

凝集反応：凝集値は，感作自rli2頭がlOf告を示し？との

み，再注射前には10倍1閥， 20情4問， 40f青3聞で， ョ

生存1聞の屠殺古rlJ値は40｛音で怠った．

剖検並びに顕微鏡所見：感作注射部は，一般にパタ

F 状の陛姥と不良肉芽で充たされ， 骨It骨股ー消失担軽2

となり，膿塊を認めないのは1頭のみでるった．

脳内細血管充止は中等度:tc血がHi買に認められたの
み．脳~商出止は左側にらったもの 5illi，中1頭は僅

めて高度で，他は中等度でるった．右側表聞出血は2

踊で，軽度であった．脳内出血も左側3顕で，高度1

踊，中等!lt2顕，右側には程度のものが4聞に認めら

hfl.. 

注射部脳内1農場： 2聞に発生し，不全膿Wi，完全~g}Jj;J

各1頭で乞った．再注射時の窓際1J]¥度なるに拘らず，

監童空室盟主主仁三ー

鎚膜炎性1農協：硬脳膜内護揚が4踊に認められ，左

側硬脳＠%内不全理場2珂，完全1農協2萌で，同じく右側

にも不全1農協を生じたもの2問あり，左側の般協｛！；！Jに

併存していた．又右側頒膜下に腹場を生じているのが

2矧為った．大H凶i1＼~裂に不全1農協を生じたもの G 碩，

その発生部Ivは正中線に近い部であり，中2聞には両

側に不全l農場を併絡していた．髄腹腔より脳内にわた

る盟協としては，左側に軽度浸潤1聞，右側に不全般

IJ)j 1頭を認めた．

海馬部環杭細胞浸j潤・左側に之を認めたもの7i111,

中軽度I，中等度6問，右側に認めたもの8頭，中程

度3，中等度5であった．而して8萌中1聞は，麓状

回部のみでなく，左側側側室部に中等度浸i間を発生し

たものである．

その他の変化としては， 1碩に視神経家部に小なる

膿場を認めたものがるる．

大泊l貨裂の正中部に近く発生した髄膜炎性不全腿傷

6聞を注亭陪Ila邸内1農協と考え，之を注射部脳内腿話通に

加算すれば，計日間となり，注尋問：H凶内盟揚が比較的

多数に発生したことになる．

艶膜炎・全ili'iの脳表而及び大目白敏裂に認められ，表

聞では強度6問，中等度3聞，程度lb1i，横手4では強

度5同1，中等度li'ii'i，程度3顕であって，総股．変化f't

一般に惣い．

( 3) 間前．但し脳内注射菌量を前群のもらとLTこも

の （10碩）．

本実験に於ては，自↑j実験に於ける死亡率の；な外tこ高

かったのに鑑み，脳内注射時の煎液を下記の如く%放
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とした外，実験方法は前実験と全く同様で，脳内再注

射は左側で遣うる．

再注射時の商液は1.0cc中90,0mg合有，中毒力わも

のをl;Occ中・30.0mg含有に稀釈した．

臨末所見．感作後』t，食欲不探 ・運動不活濃・後校

麻郡空宇何れも軽度の症状を来したものが3碩らった．

再注射E査は直ちに高度の呼吸促迫・開館・不安・食欲

不擬・前後喰麻虜・流涙・廻！定運動・仰天運動."tア

ノーゼ・瞳孔散大.1策臥・窪穆・麻l'Vi.尿尿火祭・昏

腿守Fの箸明な症状を呈し，死亡B聞の多 c：＼（に上り，中

24時間内死亡ば5聞であった．上記刀j函り，I星回主主f
時前量を前ー実験7);¥i量としたにも狗らす，倫死亡率［主

侮めて高かった．

説集反応：通話室長値ft，感作所no倍2問， 20（＇音1閥，
他は陰性でるり，再注射前は10情5問， 20侍2頭， 40

i者1閥，他は険性，生存2聞の月普段i直前は20情； 40-f者，

各 1聞であった．

部j検診．びに顕微鏡所見： f,f;j側J碩『史上感作注射部（＇： t,

不良肉芽，腿塊で‘充Tこされ，骨IJ:f]・股消失し籾鎚とな

っている．

脳内細血管充血： 6聞に認められ，中2珂は中等度，

4頭は軽度である. Ji凶表前出rt:Jt，高度4研i 中等~

1顕であり，脳内出血は，左側iiでは軽度3!111，中等度

1顕，計4fj明，右側では中等度1聞のみでる乙．以上

の如く一般に血行時碍が：盗度である．

注射部il歯内1農場： 7矧に認められ，中1明（生存）

のみに完全1農場を生じ，ftllの6閥ば軽度受潤の程度で

あった．

髄膜炎性！I農協：大脳i索袈に先生し7どものが 3聞で，

E中線笥Dの部に2iiJi，左右前fllil寄りに発供したもの

は2顕で，中1関は中央寄りに発生したものにf)f発し，

凡て不全1農傷である．大『l必横裂中央部に発常した2聞

を注射部脳内1農協とすれば，注射部必内1農場の発生率
(i:可なり大でらる．

海馬昔日環状納抱浸潤： 5聞に認められ， rfi4聞は両

側迄状回昔日のみに~って程度も軽「えである．他の li:i)'\

は，両側ii~面状岡部に程度，.－:J:iWiを’認める 外， jiti；側々脳室

仰用賀角部にも軽度浸：潤を認めた．

その他の変化としては，脳幹部に多発性小限H)jを発

生したもの3硯を認めた．

筋膜炎：脳表而，古賀裂共に殆ど全聞に鎚膜炎性変化

． を認めた．即ち前者の変化は高度，中等度各1頭で，
、他の8聞は軽度，後者では中等度4珂，程度5頭であ

った．この変化も他の実験群に比し， 一般に！強度且つ

多数の例に見られている．

( 4) 眠寓内菌感作群（10踊）

南波； l.Occ中90.0mg含有，中毒力関．

左眼儲内仁l液0.5α宛3回注射，最終注射後13日

目に左大R~：内に問問渡仏1cc を注入した．
臨床所見：再注射前には，友限験腫脹・流涙 .t1M農

• f!f限 ・眼球変色 ・運動不活波 ・前後肢軽度麻癖・軟
便中Fの所見を呈じたが，死亡は1顕に過ぎなかった．

然し再注射援は，直ちに呼吸＇u'i'迫・陣探・食欲不振・
不安・前後『皮麻痔・怒調理・麻癒・尿尿失禁等の著明な

所見を呈し， 24湾問内死立は 1商であるが，昔·~
数はり目的中7聞の多きに達L，生存せるは2珂のみで

ある．

凝集反j主：：編集約は，感作前は凡て険性，再注射前

はり問中 3聞がIO倍で他f't~主性，生存 2ilJ'jの屠殺前値

は，1聞がrnfふ他は陰性である．

~J検;It;,びl二紙徴鏡所見：；左眼鶴内には，金聞にノごタ

戸状貰白色の膿塊ヵ：認められた．

脳内純血管充血は，高度］商，中等度2聞，程度5

珂の8i11¥で，その発毛主容は商い．

脳表而出血ft2lil'iに認められ，これは左側jに中等度

1問，右側に程度1問である. ii~内出血は左側に軽度

出血2践を認めた．

注射部脳内1農協は6珂にと主じ，安全f農協を作ったも

のは解I，＇＇／；~，オ、全嘘昭彦 4uTI，軽度浸潤 2顕， MPち9問

中同町で，比較的多数でら乙．

自主膜炎性陸揚を主主じたものは1聞もない．

海馬苦lit草状納抱浸j問lま6uTIに；とE認め，凡て左右南

側，首長状回部に浸慌を認め，その1jo左側々日必室側頭角

都に生じたもの2uru程度1碩，中等度1珂｝．蛍：状回

部のものは，左側は凡て軽度，右側に中等度1聞を認

めた外凡て程度であった．

飽膜炎（'j:B同に認められ，脳表而禄膜炎6問，凡て

軽度. ~抗烈;n，.膜々は 7'i11i，中 5頭ft軽度. 2聞は中等

度である．

( 5) 頬釦皮下生菌感作群 (10u1D

南波； I.Occ中90.0mg合有．中毒力商．

左側3部皮下に0.5α宛3回注射，：陵終注射後13日目に

左大脳内に同生前・0.1ccを注射した．

臨床所見；初回注射後，左頬注射部が一般に腫脹，

次いで腹湯形成・自製扮膿・流涙・下痢・運動不活援

・前後肢軽度麻1事・食欲減返事事の所見を呈し，前処置
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注身・陪E脳内陸揚：：完全1農場1明，不全1農場2珂（中

1聞は多発性），程度浸潤1珂計4珂である．

駒膜炎性1農場を認めたものは1閥もない．

空豆症fi'"k~＇h粉々強く，再注型埜空空空の現主左旦監ι 海鳥部君主状細胞浸潤は4聞に見られ， 左歯状回部の

もの4碩 （中3聞は右側l’こも併存）で何れも軽度であ

った．左側々目菌室側頭角に軽度浸j闘を来したものが1

il]i~ る ．

膿塊で充たされ，自壊排膿せる3碩に於て

髄膜炎は， j悩表面のもの5聞で，中中程度2il1i，軽

度3問．横裂髄膜炎は6聞で，中等度1珂，軽度5問

である．

実験m.ワタチン感作群（14顕）（第3表参照）

( 1 ) 眼寓内ワクチシ感作群 （7顕）

一f：~i t if~：噴出品~相りよ｜臨
ぷふ~1~~1 －~~1司－ 1~1 14＇旦止｜斗－~i詞藷i努事A
::::·l~~I ＋~「1~1~1111'\ I IW,iox)!i諮問綾
：：ヰl~~l1sol同｜ I I I I I I ~ I I I I I ! 11il gg~ I ~$；量子！~~墜！
, 'ii司；；干｜J -r ~I守｜二王吐＝－＝~出｜炉肢訴訟自主義
自可－；－I一一一両Tiil ¥ Jl.::n1~~！ 1 I 1 I ¥m g Iiぽ畑山
十＋~： I _I I I IJ ~1- 1-1コ炉開制
.~1~1r;;j1 11- 1 －－~ － ， -n-zfH}i¥11111 1（~ng~ 1：謀総面記事J

：~f~~I ~ ! 111! 91 m i 1 J n t I i刈• ¥ 1 I 11il ~ox ¥ i~：~·I重量制変
：~＝~~－~＇ト i咽 I・ I l l J ___ ~l_1~il rn~I隣諸説グ肢
i；ユlI 113¥ r~l I _ I I 1 －－~－ I I I I I 防x＼：的拍車譲歩
｜ i可三1~＝－1 ＿：］仇一－「：；l叫リ－·~J一一n；、：ム｜五記；言2支~lj~
士｜吐工｜｜一←l土｜ （一｜礼 II ~~孟性雪i峨2~ : 
吋 El門im ,. i叫 II I I ll~；：眠xi制そ2戸函
川同II I 「－－－1一一日：干i引 1m~1 m~陪JBJ'.i後ー
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官高波， I.Dec中90.0mg含有，中市カ．

ワグチν；上記蘭液·~ 56°c 30分間加黙， 0.5%の割

合に石炭酸を加う．

家兎左限寝内にワグチシ0.5cc宛3回注射，後13日間

に左大脳内に爵液0.lccを注入した．

臨床所見：再注射前には，流涙‘膿i扇・開眼・眼球

瀦濁・限験阪閣寺予の症候を大部分に認めたが，極めて

少数に軽度の前後肢麻煉・軟便を：:f~ し，全般に癒候軽

微で，死亡は無い．再注射後＇ j;速かに食欲不振・下痢

．不安・鴎鋸・前後肢麻簿・間部傾捻・樫療・麻癖等

の比較的著明な所見を呈したが，生前感作群t乙比すれ

ば，その症候は程度なものが多t＇•但し症候発現時聞

は慣j厳に速かであら．死亡数は少し再注射後の苑亡

数は2碩， 24時間内死亡は1顕に過ぎない．

凝集反応：凝集値vt感作所jlO情が1碩のみで，他は
陰性．再注射前は1問20（九 2悶40倍， 80｛音160（音各

1問．屠設直前には10情1iiTI, 20情3聞で，他は陰性

で~·った．

和j検主主びに顕微鏡所見：左側I］限寓内に少量の不良肉

芽を認めたもの9苅，睦を認めたもの1碩で，之を培

養したが商を証明しなかった．

脳内細血管充血ft, 1聞に軽度なものを認めただけ

である．脳表面出血ft•節度及び軽度各 1lii1，脳内出血

ft 1頭も無い．

注易j部脳内膿賜： 6瓶に認められ，不全1農場2ifti,

軽度浸潤4踊，中1顕は多発性でるる．軽度のものが

多いが，発生率は比較的高い．

筋膜炎性陸別：硬膜下に軽自主の1農場機細胞浸j閏ある

もの左側3iiA，中1ぬでは右側にも同様のものがある．

髄膜に隣接してiJ踊内股蕩を作ったものは右側1聞で，

これは軽度であるが多発憾である．

海馬昔日環状細胞浸潤： 3ii＆の両側に見られ，左側で

は歯状回都・側IJ菌室側関角に亘って居り，右側では歯

状回部にのみ認められた．而して中2既では左側々悩

室側関角部の浸潤が中等度であったが，他tt軽度であ

る．

縦j股炎：脳表問，横裂共紡W.l：：炎性変化を殆ど全聞に

認めたが，凡て軽度である．即ち生前駅下着宇に比して

その程度は軽レ．

( 2) 左頼書E皮下ワクチン感作群（7関）

蘭液， 1.0cc中90.0mg含有，中毒力．

ワFチシ；上記蘭液を56cc30分間｝JU被， 0.5%の割

合に石炭酸を加う．

左頗部皮下にワ Fず：；－0.5cc宛3回注射，後13日目に

左大脳内に蘭液O.lccを注射した．

臨床所見：初回注射後，左航感作部に施脹・腹筋形

成 ・自滋！排1患の所見を呈した外，教使を見たが，死亡

’fj:無い．再注身J後は，鴎鋸・食欲被退・不安・前後肢

麻煉・下痢・体重減少 ・fii賠ド傾捻・感作注射音Jiの援死

．痩毒殺・尿尿失禁等の比較的著明な症状を呈したが，

2~時間内に死亡したものは無く，爾後死亡したもの 2

頭である．即ち再注射後の症状は速かに発現するが，

生商感作群に比して軽度である．死亡率も低い．

11品集反応 ！磁雲高値は駅午前10倍のもの2践で，他は

陰性．再注射前には10倍 1問， 20倍1顕， 4店街80倍各

liHI.屠殺前には8頭中IOf丸 20倍各1顕である．

官j検並びに顕微鏡所見：左頼感作部に，会頭に少量

の不良肉芽或（t壊死組織を認めた．

脳内納血管充血は5聞に認められ，高度，中等度各

1萌，軽度3顕である．

脳表面出血は左側に程度出血あるもの1珂，脳内出

血は全く見られない．

注射部il泊内陸揚： 7頭中4珂に認められ，完全躍傷

1顕， 不全健協2iff4，軽度浸潤1聞で，略々半数に認

められる．

髄膜炎性腹ra：硬膜下左側に軽度浸潤あるもの 1聞
で，他tこ髄膜炎性腹傷は無い．

海馬部環状納胞浸潤：4聞に見られ，中3顕は両側

の歯状間部に軽度浸j悶，且つその1聞には左側脳室側

頭角部に腿msの形成を見る．他の1顕には，左越状回
都に布告臨［；j，左側臥室側聞角にさえ全鹿蕩を生じて居

り，その発生率f-;t大で担うる．

鎚膜炎：白頭，即ち大多数に之セ認め，中1踊は続使

部に強度の浸1閣を来しているが，他ft軽度であった．

ftnち生前感作群に比して全般に軽度でるる．

実験N.静脈内菌；在注入感作群 (10珂）

（第4表参照）

脳内注射蔚液ft,1.0cc中90,0mg含有，中毒力． 静

脈内感作注射蘭液は，前記南波を1.0cc中3.0mg含有

に稀釈．

左耳静脈内に直言液0.5ccを3回注射し，後13日目に左

大if必内に菌液OJccを注入した．

臨床所見：感作注射後ft，運動不活援・食欲不振・

軟便等の極めて程度の所見を呈したもの3聞を出した

のみ．再注射後には，直ちに呼吸促迫・肉眼・不安・
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集
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~ I ＂卜10I 卜布.－1I点
~ Iゴ 5 r 1 1 1 I r-L!l i Il 1 ITT- rn ；：三 1 stt~”f警5子ヤ手
il~firi 1 1 1先｜ユ一~1'1 _111-=iH」閉経監
；出｜I: i I I I~ im諮問問予
il±i J 一l~c’i 聞 J_ ,i l れ｜プ’ I HI~~~長）~：g l~~！il罫l~~：！i警与ノ
i ~ 1.,,161 I I ; 1T-;-I一一一

｜卜＋広 ：： f : • Hi  I ~ r ~ I f ii ：＆~ IZ~~：~w：：九
食欲不摂・休m:減少・前後伎麻所・阿部符［捻・ 1電子Ul~
大.i'i!E涙・眼周図充血・右回伝運動・｛印臥・ 千アノー

ゼ・控室堕・尿成＼）占禁・麻煉等の激しL、症状を現した．

聞も24時間内死亡は僅かにlii百で，その後の死亡は4

問であ乙・型主亙主型埜空直旦巴盟重旦辺J唾f日笠と旦
様に迅速且つ激？.！Jであるが，その死亡数は比較的少な

かった．

説集反応： /j（集航ft.，感作画i20倍2問で，他は凡て

険性．再注射前は， lOj宵1問， 20f脅4珂， 40倍2問，

他の3珂は除件．屠殺："rfii坊にIt.，生存5問中10借，.20

倍，各2問， 40｛背lii頁であん．

剖検主主びに顕微鏡所見：！脳内納血管充~は，程度の
ものが 1 珂， IJ~表而出血も軽度のもの 1 聞で， Ii広内出
血は再注射部に程度のものが4問に見られた．

注射店1；~1i(内1農場：程度浸・潤2踊，不全1農場 3珂（中

l iifilt. 4個併括）， 5'~全処似（ l:2間に認められ，比較的

多数に発供した．

髄1英－~性般協：硬膜下に軽度浸i悶 1珂，大i尚績裂に

不全1農場 1問．その他には膿傷を認めたものは無レ．
海馬if/；環状細胞Qj附t.6珂にあり，凡て歯状回部で，

左側には不全腹筋，軽度各2問，右側には軽度2閥，

不全陸路1.聞でるる．

その他の~化としては， 3 if（~に於て！泌務部小1農場（
トfr2珂は単発性，他の 1問は多発性）の発生を見ft.

随膜炎1110un•1·19珂に見られ，その程度は約半数が

＂＇今 度で，脳表町では程度5問，中等度4問，横裂で

はlfn~ l問，中等度4閥，程度4iif.iで，再注射前の 1
朔に於てのみ髄膜炎性変化幸子認めなかった．要之，前
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実験ワグチν仰jに比して髄i膜炎性変化強度である．

実験v.眼宮内コクチゲン惑作群 (17iJ1i)
（第5表参照）

前液； 1.0cc中90.0mg合，中毒力．

澱し，その上清を使用した． （培養試験を行い，繭緊

実 落の発坐せざるを確めて後使用）．

左眼禽内にコグチグYO.Secを3回注入し，後12日目

に大ii菌内に商反O.lccを注入した．

臨禾所見：感作注射後， 12問， ~flち大多数に左眼健

己限~：i"H I I I ・I ｜ι叫－；！t~－1 rn ~0~ I：滑空竺
：三司5192I同｜ I I I n I I 1ltm~~l 1il ~~1 Im gnx I綿子端達：下
：一射J生lミ~19
：？大 _;J 941附｜Il 11 ］」上 I I I I左｜ ~~；－ gox 1~益絡ア芸護； 認

！~阿司一一丁「－1 & I I判I左｜,. I先｜ --ni ~ 1 －~fu~~－l後下痢前
軒可ー｜下IIL i-;~1~ 
~~I－；＼同 I I I I Il I I川－i-/ I 11i1 

同oxirHH後呼吸i足払的問 OVL~ 俳待に後肢岬，下

l~~i ~ 1附凶後衰弱，前後肢
1(3) JOX I腕車皮毛組を．
1(1) 0 問後川温不
川安前後肢帆時
3) 40X制：．~I士七［~CE[~－~＇ 卜11:1

汁 I12 i角II I I ・J I I I I ~~fx I辞職i
百 l1~d m 1--i---im-I~川T工r1；，「l一一一寸fil1gfi延焼銭湯：恒
三也｜土IIバ ｜ ｜ 」÷Lじ＿J1医 ｜川
7s \ 13~1 1 I ! I rn I問中川l特I1%j Itl 院議同級選：隅
761131il I I '1 I叫 ｜刊l/r.1 臨附鶏！足泊後

~~II 十円二1~~~郡伊刊II I n I I [ 11川 ~uq抑制
80 /13mr¥ I 1-. -I rn J I I川1x1~ii rn g:: Ji!i踏切符
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振・軟便乃至下痢・関脇・不安・四肢麻簿・眼球突出

．限裂関大・狂占毒性・頭部傾捻・関部左右動隊－・左担

転運動・窪§ff.尿尿失禁・麻問等の強度の症状を現

した．死亡は， H凶内注射前liii'l，問後2聞である．再

注射後速かに且つ激しい症状を呈すること生前J感作群

と殆ど同様でるるが，死亡率に於てはそれよりも透か

に｛1'R~ 、．

凝集反応・凝集値は感作前は10倍3頭， 20倍4問，

40倍1開，他は陰性．脳内注射直前には10倍4i'Jj'j,20 

倍5踊，40傍 1関，屠殺一直前には10倍2苅， 20情1閥，

40倍 2珂， 320情2iii'lで，他は陰性でーらった．他の実験

では，屠殺直前の凝集｛ifilが一般に低かったのに反し，
木実験では逆に高い傾向を示した．

部J検並びに顕微鏡所見：眼’禽内には殆ど異常を認め
ない．

脳内細血管充血は8碩に見られ，高度，中等度各2

珂，軽度2！！］である．脳内出血は屈めて少し !J必表商

注射部に軽度出血~るものが唯1 顕である．

注身崎f>il樋内1農傷： li問中15問，DPち大多数に発生し，
i詑中軽度侵潤Ii:1踊のみで，不全膿傷6iii'.i，・完全膿傷

8ほiで，その 1阪は他に不全膿厳密併発していた．即
ち脳内腿場発生率は極めて高度である．

髄膜炎他喰傷・硬悦下及び大脳航裂にのみ認めら

れ，首1ij者は左側に程度設1医！j4町，後者は左側に2政で，

程度反j悶，不全腿似各lii］である．

海馬吉i；環状細胞疫潤 ：sunにあり，中5聞は左必状
回部で，凡て程度浸潤であり，中1聞は両側に発生し

た．他の3ii1:lは左側日菌室側聞角部にあって，程度ピJ湖，

中等~f~i1問，完全腿磁各 1聞である . 1JJ 2同は歯状回

昔日l’こ軽度浸j悶を認め，その 1聞は左fllUに他はl両側に併
専はし

髄膜炎！大多数に発生したが，軽度のものが多い．

NPち脳表面積膜炎は7頑で，凡て軽度．大悩横炎筒膜

炎は14闘で，両側及び左側IJに中等度のものが各Hn.お
る外， 他の12問Ii:軽度である．

総括及び考察

以上の実験全総括するに，葡萄商の坐南，死前・a-'
全身性又はiii'l昔日，顔面の色冷の初所に予め数回注射し

ておいて，約2週間後に脳内に府U-R¥iを注射して脳機

協を発生する ＇t'.(i，大イ4に於てMHflf，ι乙 ：'!I.処f.Y( iJr~内注

射1tf:に於ける位協宛生，本と非’為に著しL 、 主主具は丹~le 、
が，それでも各実験群間t二於 正1.'Tーの益ff4はあり，且

っその聞に免疫学的関聯が全然認められない訳では無

い．それどころか膏々にとって可なP~：要と思われる
所見が二三見出された．そti.Ii:次のような点でちる．
1)‘無処置対照動物群を第一群とずると，生商を硬

膜土，眼答内，頗吉Ji皮下等に予め数回注射しておいた

動物苦手（第2群）では，同一荷役脳内に再注射した時，

I週以内に死亡するものが著し〈多い．これば硬膜ょ

に古1ij処置しても，叉限桜内，制部皮下に前処置しても，

その聞に廷は無い．生前でなくワクチシ（死商）を前．

注射したもの（第3群）ではか』る死亡が少し大体

に無処捷動物と同様である．主主mrを静脈内に前注射し
た動物 （第4群）では，ワ グチν古1ij処置勤物よりも苑

亡が梢々多いが，主主南のH具儲其他の注射の溺合よFIi 
少い．同一商から作ったコグチグシの眼復内又は鋭部

反下注射（告白5群）では，干f｝注射による死亡は最も少

2) 脳内閣注射後の臨床促状は，無前処権第1群に

於ては，その発現までl-2日で，一部は約1適聞を要

し，且つ後肢麻m，不活1凌，食欲不振等の症状が甑め
て軽度で~る．

然るに者留の前処置後脳内注射をした群に於＇. Cfi:,

再注射i直後何れも呼吸促迫・不安・前後肢麻痔・研都

傾捻・仰天運動・怒唆・原尿失禁・麻棒等の著明な症

候・a-！足したものが大部分で，その程度は第2群（生前
WJFfr両1j処流機）に於て最も甚しく，静脈内生前前処置

群，ワクチ：／＇ "" tlチゲン局所前処置群の！｜闘でる．る．

これらのMli処提後rl必内注射群に於ける症状の激烈なこ

とは，前支M還を行ったことに起肉ずることは明かで，

恐らく前処憶によって起った何等かの休内変化に闘j御

して，再注射によりl悩に強い反応が起ワたためと解せ
られる．

3) wしJ1¥i.i'1拍i集）i_/,l:,;Jこ於ては，各群の聞に殆ど差
異が似し一般に白lJ処置査に於ては，血消昔話集反応l怠性

なのが大部分でらるが， Ii凶内注射直前に於ては20～80

倍を示tたものが多しその後屠殺直前に於ては間々

低下し， 10～20倍を示すものが多かった．併しこの程
度の凝集値では，きしたる意義をつける訳には行かな

L、．

'1.) 脳内注射後死亡例の死潟村，膏々が行った程度

の組織学的検作乃処見からは椛f"i'llltない．骨出1克炎と
か， .Meningoenctphalitisとかの処見や， HI血，細血管
光君主の虫llき血行，；何時が，この死亡例にm々 浅い様にも
思d・i Lるが，決定的でなく，殊にこれらのfilJJ物の苦lj検
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の多〈が，磨君主動物の場合と臭って急性変化の強い時

期に行われていることを考えると，果してこれに意味

を附し得るか如何か疑問でるる．膏々は実験結果を通

覧して，この種の脳の解剖的変化は，各群に於てその

死亡率の相違に相当する穆違ってvxl、ないと考える．
即ち死亡率の甚だ高い第2群tこ於て特に著しくかLる

変化が強いとは恩わない．従って死因としては，解剖

掌的変化の程度よりは，むしろ脳の機能的変化の程度

を問題にしなくてはなるまいと恩仁そしてかLる機

能的変化が，前処置に闘聯して起ったものと考えられ

るのである．

5) 第2群，即ち生請を碕膜上，限宮内，頗部皮下

に数回注射して前処置したものでは，その前処置局所

に腹蕩を作るものが大部分でるる.DPちこれは他群に

於ける前処置方法と違って，その前処置局所に感染性

化鳴を起きせるものであって，一種の病巣＇~染の原発

巣にも比ずべきものであろう． （尤も普通の病巣感染

の実験店慢性の原発巣ではなL、が）. 而してこの群で

は，脳内主主菌再注射によって，上述の如く死亡率が高

いが，脳の再注射部俊に脳漉傷を作り易い傾向It無い，

これは現場合作るには生存期聞が短か過ぎるためとも

考えられるが，短時間内に膿蕩を作っている例は他に

もらり，又この群の生有例に就て見ても，特に脳現場

が多く見られた訳ではない．

6) 生繭静脈内注射（第4群）は，一過性の！符Jti症

でc！＞，－叉売商（ワグチν）局所前処置（第3群）で

も局所に於ける商の持富雄はなL、ので主うるから，第2群

の湯合とは免疫学的に異って差支えない．そしてこれ

らの場合には，脳内再注射による死亡率は，無処覧対

照動物と大差ない．然るにヨグチグν古1ij処置1洋（第5

群）でft，再注射による死亡率が対照よりも路々確実

に少い．而もこの時務膜炎ヵ；特lこ軽微とL、う訳ではな

l .：これから見ると，似た様な程度の解剖学的変化が
らりながら，この群では特に機iiE的抵抗が強いと考え

られる．そしてこれは前処置の違いに関粉していると

考えてよいでるろう．形態的変化の混度と機.jg的障碍

の程度とのこの様な不一致は，神；~系，特に中j笹神経

系に於ては左穆珍しいことではなL・．

7) 脳陸揚形成率について見るに， ~ 21洋， NUち Pド

商の硬膜土，限笥内，頗部皮下前処置併では健協形成

率はむしろ低く，第3群ワグチン古fj処置，第，，，：群青ijtj派内

生商白1fj処寵動物は第1群無処置対照動物と大差なく，

唯第5群：：？ !7チグシ動物の場合に脳腫協形成が多かっ

た．即ちコグチグシ前処置動物では， 11菌内注聖盈互豆、

笠~主L市も脳膿Wi形成主与が高いのである．この

点より見れば，膿場を作ることは，個体に取って必ず

しも有害な現象ではなし寧ろ脳の全般的機1師事碍上

り個体を護るための現象主も考えられる．

8) 併し個体に取っては， E豊傷を作って生存するよ

りは，腹話話会作らずして生存し得る方が有利な筈でら

る．そしてかふる無反応生存例ft，無処置動物群にも

あり，叉各種の前処置動物群にもらる．こふでL寸評反

応とは，注入部位に脳盟磁を作らないという意味であ

って，髄膜炎はどの場合にも多少ともある．即ち脳実

質と絡役.c.n：：制商刺戦に対ずる反応性が異る．この様
な悩の無反応には，消極的な無反応と積短的な無反応 t

とを区別し得ると思う．更に消底的；無反応の中にも，

(1）全く無力な無反応，即ち商叉はその毒素に土り形慾． 
的反応を起すことなし神経機＇jg障碍を来し死亡ずる

場合と，（2）.比庭的の消極的市反応で，辛うじて死を免

れるが，殆ど形態的変化を被起しない場合とを区別し

得るであろう．これに次いで（3）形態的変化を現す反応

相， .f1Pち1農場形成が起る．震後に 任）積衛的の；無反応
相，即ち個体全体，特に脳が商に対して抵抗力強く，

脳実質に形態的変化を起きずして平気で生存する場合

でるら． ζれらの無J反応，特に消極的反応は，何才1：時

室経れば，神経変性の形で形態的にも変化を呈するで

あろう．この様な四つの反応段階を仮定すれば，ずぺ

て説明が一応可絡である．

即ち，「無処置正滞留j物に於ても，膿傷を作ること

もらり，叉l泌が無反応で生存するものもちるJ，という

ことは，上記の（2X3)(4）何れの反応型をも取り得るとい

うことであ乙．即ちE常動物でも個体差としてこの様

な反応差があるのである」これが免役的処置によって

一定の方向に移動する訳であるが，時自萄関の如く， 全

身性にも，局自肝寺にも， 著明な抗体主？とドじなL、南極で

は，この喜多勤が著明でない．唯凡その方向を窺い得る

程度に過ぎない．前述第2群（生繭局所処置）のl場合

には，（1）を主として，（2X3lが附随的に現れる．コグチ

グシ前処置の場合にほ（3)7.I：主でるるが，その他に（勾（4)

の場合も怠ると考えるe著明な抗体産主主を来す如き関

箇でl丸 とれが例外なしに明白な一定方向を示ずでる

ろろが，的萄前ではこの程度のごく不著明な侃りしか

f見Jti与なし、であろう．

9j 脳膿務と鎚膜炎．

膏々の実験に於て，鑓膜炎の起り方には2通りの縫
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路が考えられる.(1）生商会脳内に再注入ずる際，金十の

通路に当るjij41網膜燃・側悩室等に蘭液ヵ：：ff¥;/L出て，綴
肢の感染を来す場合と，（2）脳実質内iこ注入された商液

が Virchow-Robin氏肢を蜘網膜下院に流出し，髄肢

を感染する場合とでるる．この中実際は(I)の場合が主

であろう．そして蘭注入部に於ける脳波場It，一部の

ものにしか起らないが，鎚喚炎l主殆ど例外なく全例に

起る．即ち先に述べた様に，脳実質と髄吹．とで細商に

対ずる反応態度が違う．併しこの績膜炎が，一定の前

匁置によって強〈起る色か，弱く起るとかは，はっき

りしない．髄膜炎が激しいと，総膜炎性の脳b霊場（髄

膜の炎症変化に連続せる悩実質内1農場）が起るが，こ
れと商注射部に於ける脳E重傷とは区別して考えたが上
いと思う．

10）臨宋上の人聞の脳膿場が，同議周辺の化1震に続

主主する場合にも目ず筋膜炎を続発し，それより更に

描陸場を続発？る場合と，必ずしも倒立炎を介せずし

て起る脳陸場とのこ種を区別し得ると思う．髄膜炎性

Ii磁1農協に於ける髄膜炎は，多くは限度J性でみち．髄脱

炎をf介せざる脳穫がl!i f主，血行性転~もあるが，それよ

りも既設隣接部の化膿から血栓性静脈洞炎を起し，そ

れに愚絡する脳静脈を経てH必1農場を起ずものが多いと
思われる．そしてこれらの場合には，事手々の実験結果

からすれば，予め存在ーする頭蓋周辺の化腹によって，

脳の病原納商に対ずる反応性が正常の場合とは少か

らず変化してはL、るが，膿場形成ということに関して

は，正常の脳と著しい相違はないと推測される. ~[lち

Norrnergie的反応と大差ないで：；：，ろう．唯周辺ft_陛の

存在は，上述の如き経絡による悩感染の機会を多くす

るだけのことと息われる．肺炎に続発する陛鞠の湯合

も同様ではあるまいか．

11）例化！陛性球関によって全身世にアレルギー変化

の起ることが知られているが，この際の全身性変化は，

化陽性で無いことが多い．叉第二，第三の病巣が，化

.~~を性である場合にも，そこにア レルギー性の組織変化

は見出されんこれは単なる転車事と思われる．武同教

授のいう如く，化腿性炎症そのものは，大体Norrnergie

反応で終始するものであろう．

結論

f..J,.は家兎113間企5群に分ち，品1事苦闘の生I翁乃至死

商会全身性l：，又は両蓋周辺に数回注射.{r行し，約2

週間後；i必内に同一閣を注入し，脳1農場うも・＊＇t＇ュl：闘する

実験全施行した結果，次の結論に達した．

1) 脳内注射音l；に於ける脳膿磁の発生率f1，生繭，

死閣を間部，顔商に予め注射しておいた場合にも，特

に大会くもならないし，又小さくもならない．ただ2

Pチグシ局所前処貨をやっておいたものでは，脳膿傷

の発生率が大き心．この結果から見るし、臨床的の悩

盟磁に於て，慢性中耳炎や，副興院慢性化盟の存在ず

ることは，免疫学的恵味に於て，脳膿話器の発生を促進

ずるものでもなければ，阻止するものでもなし唯単

にi腿感染の機会を多くずるとL、うだけの意味のものと

考えられる．結局品腿磁は， 大休Norrnergie的反応、で

ある．

2) 脳内注射による動物の死亡率ft，生繭を予め旗

鷲周辺苦l；に注射しておいた実験君宇に最も商く，同一繭
のコグチグνの間苦周辺注射群に於て最も依い．この

死亡は，脳に起る解苦l学的変化土りは，寧ろ悩の機能

的変化によるもので，この機能的変化が前処置まの有無

に闘｛系すると恩われる．従って，前処置は脳膿蕩の発

生率には大Lて関係なくても，再注射に対ずる悩の機

肢的、時tr.a；性には．相当大きく関係・すると思う．
仔・i主主繭を脳内に注射した動物に於ては，局所に腿傷

又はそれに煩似の炎症反応；を起？とは限らず，会く形

骸学的に無反応に見えることがある．これに消極的無

反応と積樋的解反応；を区別出おる と恩ふとれを考慮

ずることによって，脳内注射後死亡した仰jの剖検所見

を一応説明しwる．

主要文献

1) 二本杉欣一，王印1:}J削糊長，日本Jj:・鼻咽喉科会占

3~5 号， Pf! 干11101.ド， ＞＇I.減·1:;.:.

2) 持門一良II，脳膜療に関する~）織的研究，大阪高
'1i医f、f:l/H』

3) 石柿五~：彦， リウマチの本!I長について，日本臨床

9 {E, 3号， 87J(,

ヰ） 戸沢策自＼I他，アラヂー穆Iii性炎発生の条件，日

本内i.jfli[i戸会均誌， 27を， 1-6号， 121頁．

5) 武川勝男他，チフスi1U丈J忠とその Allergy反応
l丙Lt., 36~吉， 1-6~手， 62f(.

fリ 有道知行，放線商m足場を属!11;.J挺とする実験的病
1立法i)~ （九万2fli), I•，・1 l二， 36rE' 1-6号， 6頁．

7) 大f，~；；成－， JI品チアス腎j臓の約fli!M音ii組前古学的研
ヲ.＇；：， I札

8) 古川｜芳柑，e チ7 ;;t.ワクチン注射後に併発せるj肱



髄膜炎1ゆに於ける海鳥部脳内への環欣細胞浸潤の波及I~）沈いて 29 

血膿血症の一例， l司上， 37谷， 1-6号， 134頁．

9) l湖体篤，敗血症血管j[ij~gf生飢餓反応に就て，血

i底討議会報；lj・，第2桝， 159]'{.

10) 肉体篤他，実験的i1：銭球菌感染症（ノ、ツカネヅ

ミ外際感染），日本州fJI!学会々 品：， 38＠，地方会

をす， 1431'{. 

11) 天野重安，炎症絡に J'tの基本型式の細泡~um学

的解析，日本医・J，：新祁， 1304号， 766"((.

12) 新保幸:1.0i1¥,JU近に於ける炎症の諸問題，同上
1322号， 1704頁．

13) 松／l/3ぷfl¥I,JI主血性流行性脳脊随炎の15書11徐例1-::

就て，日本fri.jJ111-'-7：会h誌， 37~主， 1-6号， 136頁

14) 上村吉抗日，パラチフス C菌症の~I埼玉県f伴者11学的知

見，満州医学雑誌， 41を， 2-'i手， 163}"(.

15) 利fllセツ.tJ、兇肺炎t'I：脳膜炎に於ける脳病fll!,

臨床と研究， 24答， 7号．

Io i 武lfl勝男，紡核とアレルギー.315,344頁，昭和l

23年， ）.！［商医学話I:.

17) 主主悶勝!JJ，紡銭高ij変の成す．とAllergy，日本＃ilii!P.

主主会k誌， ':>7谷， 1-6号， isn. 
18) 附体篤，感染の桃造，日本臨床， B巻， 7号，

S6H"f. 

附、髄膜炎時に於ける海馬部脳内への環状細胞

浸i閏の波及に就いて

（京布｜；た号基盤撃郊外科専~:U'iー；，＇lj:J'l’： 荒木千111＿致段 指導）

南海電気鉄道病院登山 威 夫

Hing-like Cell Infiltration of the Hippoca111pu:-; in Meningitis 

Nankai El(ctric Railway Company Hospital in Osaka and the First Surgical 
Division, Kyoto University Medical School (Dir(ctor: Prof. Ch. ARAKI) 

by 

Takeo TOY入l¥IA.

In the microscopic preparati ns of the rabbit brarns reported in the preceding paper, 

a peculiar in五ltrationof inflammatory cells was not infrequently observe:! in the hippoca-

mpus Infiltrating round cells are seen to extend in form of a ring or d)uble rings, 

closed or open, or sometimes fragmental. The infiltrafion can i1wolve the wall of the 

temporal horn of he lateral Yentric・e・ Becauseinflammation of the meninges especially 

of the transverse cerebral fissure is always associated with it the rin~＇.幽like infiltration 
seems to cccur in continu fon of ,meninge 1 cell infil ration. There may exist potential 
cle vage lines in the hippocampus 1ロformof rings or a whorl continuing to the subarachnoid 
space through the hippocampal fissure. Ther is good reason to believe so from the 

emb yologiral standpaint. It is sup.posed that the same change may take place in human 
meningitis and the severst sequelae may be resulted. 

前喝の実験的脳機爆の研究に当って，細菌を脳内に

注射すると，ii菌膿傷．を供ず、る場合にも，ますこ。宇じない場

合にも，騒軍種々な程度の1髄膜炎を常じた．その際，

妨膜勝特に大脳横裂の炎指定と共に， 海馬昔日に特有な環

状細胞浸潤の屡々起るものを見た． （代表的なものを

示？と第1-3図の如くでるる．）

この環状納d包浸j開発生部｛立は， f.¥';j注入点から離れて

いるしまた蘭注入はー側に行われているに拘わらず，

この変化は両側性のことが多L・． 即ち非注射fIUJにも売

られるから，これは商液がこの都に直接注へされで起

った変化ではない． 従って，これは髄膜撲に伴 う一つ

の変化， IlPち穏！俣の炎症がこの苦［Iり脳内に波及したも

のと思われる．

脳の他の苦［I分には，カミ込る環状細胞浸潤の変11::ヵ：起

らず，海馬部にのみ起るのは如何なる珂自によるので

あろうか．


